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｢生きる力｣を学校教育の中で育てる方法の1つとして r総合的な学
習の時間Jの必要性が提案さjlている｡数学的な知識と現実的な知識を
結びつけることができにくいことなども指摘されている.っ
本稿では ｢消費者教育｣の視点を取り入れ,数学科と家庭科J)カリキュ
ラムを考え,教科をクロスさせて行うのに適した単元や教材を考え,そ
れぞれの教科の学習を効果的に進めるためるための,数学科と家庭科の
合科型授業を2例程果 したいO
1はじめに
｢生きる力｣を学校教育の中で育てる方法
の 1つとして ｢総合的な学習の時間｣の必要
性が提案されている｡これまでの学習は,実
際の社会生活との関連がはっきりしないこと
から,子どもたちの学習に対する関心を弱め
ていった点も確かにあるであろう｡
数学科の立場では,先の第 3回 IEA国
際比較の結果.｢数学ができるけど嫌い｣と
いうことがマスコミでも大きく取り上げられ
たO しかし,このことだけでなく ｢受験にか
かわる問題には強いが,日常生活にかかわる
問題とか,見稚ヰ)りが多少弱い｣ということ
も指摘されている.つまり,数学的な知粒と
現実的な知識を結びつけることができにくい
ことが明らかになった また,理数科離れが
叫ばれている今日,数学の有用性を生徒に実
感させる必要があると考える〔
このような現状から 数学科と家庭科の舎
利型授菜を2例授案したい.
(1)第 3学年の｢いろいろな関数｣と｢クレジ
ッ ト｣
(2) 第 2学年のr資料の整理｣と｢食生活｣
2 目標
数学科 と家庭科のカ リキュラムを考え,
教科をクロスさせて行うのに適 した単元や教
材を考え,それぞれの教科の学習を効果的に
進める｡
3 実践 1
-｢いろいろな関数｣と｢クレジット｣-
3-(1)テーマ設定の理由
ある日の新聞に,貯蓄の例で ｢1年後,税
引き後0,3%｣クレジットの例で ｢実質年
率 22,50/.｣という広告が載っていたt,隻
た,TVや新聞には,毎日のように簡単にお
金を借 りることができるというキャッチフレ
-ズのCMや広告があり,街頭にもその類の
店舗が目立ちはじめたU社会問題としては.
大学生や若年層にカー ド破産が多く発生 して
いるというニュースも珍しくない｡｢難 しい
数字はできても,こんな計算はできないの
か｣というお叱りの言葉さえ耳にする.,
第 3学年の ｢いろいろな事象 と関数｣で
描,これまでに学習した関数的な考えが有効
に生かせる素材を扱うことが重要である｡そ
こでは ｢事象を関数の目で見て問題解決にあ
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たる｣ということをねらっている｡そこで, 3 " フによしてみよう｡
最近の社会L/)中で子どもたちが,見たり聞い
たり触j'Lたりするものから,ローンやクレジ
ッ トを扱 うことが考えられる｡結果が指数関
数になるという知識ではなく,電卓を使い,
利率から実際の金額を計算 し,対応表にかい
てグラフに表すー生徒にとっては,変化の様
子が直顎ではない,だけど,二乗に比例する
開放とb追う.グラフの形で関数の変化の よ
うナをわかりやすく表すことができろことの
-Ljはらしさを味わえる場面ではなかろうかO
ティームティーチングでの授業風景
ミl=,家庭科では,rクレジッ トJa)政い
､Jl亭主vn,亨習内容であ り.詳しく数値i:級
った蓬莱二言発達殺陣のこともあり, l年生で
:ま窮VJ上,-i:ていない.具体的な数値を扱った
こ旨導.1ま効果的であると考える 指導には,チ
ィームティーチングであたる 教科 と教科が
閏連する場合:まそれぞれの教科の特性を生か
す音読でもティームティーチングu必要で
r/･ミ ニ
3-(2)計画
家定科でクレジットは 1年生の内容で ｢契
約 と購入Jの中で扱っているノしたがって,
この実践では,再度家庭科でも深く学習する
ことになる ノ
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グラフ (生徒の追求プ リン トから)
(荏) それぞれJ)利率は
Li, I･預金の場合で 0.30/o
②･- -クレジットの場合で 24%
③-･ -自分で決めた場合で 10%
第 1時 (数学科と家庭科)
金利:こLって.金額がどのように変化する
かを対応表とグラフで調べる
第 2時 (数学科と家庭科)
支払いの仕方の種房をまとめ,実際に支
払いのシミュレーションをしてみる.⊃
第 1時では.貯蓄の場合 とクレジッ トの
場合を比較 し,10年後の金額を予想させる〔
(致芋では予想させることが.吹-の学習意
欲を高める意味でも重要である｡実際,子 ど
らたちは, 100万円を貯金 したら10年後
で 200万円になるくらいの昔識なのであ
るO)貯金の場合が0 3%でクレジットの場
合が24%という利率を与え,1年おきに金
軸を対応表にまとめるOそ して,グラフに表
してみる｡グラフの特徴を調べ,最後は自分
- 6(】 -
て何o/Oか決めて,グラフに表してみる0第2
暗では,支払いの仕方の種頬をまとめ.給料
が20万円で40万円買い物をしたときをシ
ミュレーションしてみる.〕
3-(2)授業を終えて
利率が0.3%の場合,グラフはほとんど
直線である｡そこで,これは直線だろうかと
考えさせたC対応表から,増力ロ量を閥べ.-
定でないことから直線でないことに気づいた,
また,利率が24%になると,グラフの形が
特徴的になるOなめらかな曲錦でありながら,
既習の2乗に比例するグラフに似ているが違
う｡電卓を使いながら,毎ell.24をかけ
ていることから, 1.24を何乗か していけ
ばよいことに気づいた生徒もいた｡グラフの
見方として,変化の割合が平均の利子になっ
ていることなども考えさせた｡
感想 (生徒の追求プリントから)
4 実践 2
-｢資料の整理｣と｢食生活｣-
4-(1)テーマ改定の理由
｢資料の整理｣の単元では,生徒にとっ
て身近な資料を取り上げることが重要である｡
教科寮の多くはスポーツテス トの結果を取り
上げている｡例えば,走り幅飛びと垂直飛び
の相関関係を調べる活動などである｡ただ,
走り帽飛びをよく飛ぶ人は垂直飛びも高く飛
ぶことができることは明らかなように,生徒
にとって整理する前にどうなるかは予想され
のである｡また,プライバシーの面からも,
スポーツテス トの記録を羅列することは,そ
の生徒が特定されることもあり,配慮が必要
である｡
従来でも,食べ物調査をして6つの食品
群で摂取量を調べる活動はよく行われている｡
そして,家庭科の資料集等にも掲戟されてい
る｡この実践では,第2時で食品名を入れる
とどんな栄養素がどのくらい摂取されたか表
示される自作ソフトを使用 している｡このソ
フトによりいろいろな栄養素が数値化された
ことにより,数学の ｢身近な資料｣の指導内
容に取り入れることができた｡食物と栄養素
について詳 しく調査し分析する活動は生徒の
毎日の食生活を振り返り,統計的な見方考え
方が効果的に作用すると考えた｡
また,本校では,牛乳給食 という形をと
っている｡いわゆる給食が行われていないの
であるO生徒は弁当を基本としているO用意
できない生徒は,購買で菓子パン,調理パン.
おにぎり等を購入している｡このような環境
では,必然と加工食品を食べる機会が多くな
るo Lたがって,食べ物調査を取り入れるこ
とは重要な意味をもつと考える｡.
そこで生徒にとって,極めて身近な例で
あり,家庭科からコンピュータを使用してよ
り詳しい栄養素の分析や,よくいわれている
30品目食べることと栄養素の関係などを授
業で活用したいという計画が一致して,この
ような食物調べを取り上げることになった0
4-(2)計画
数学科の ｢資料の整理｣の単元を家庭科の
｢食物｣の領域にあわせて,2学期に指導で
きるよう数学科のカリキュラムを変更した.,
第1時 (家庭科と数学科)
食物を調べる意義と調べ方を知るO
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第2時 (家庭科と数学科)
コンピュータソフ トで栄養素の摂取量を調
べろ､
第3時 (数学科)
何と何について調べるかを決める｡コンピ
ュータソフトで目的にあった資料を作る
第4時 (数学科)
資紺 こついて考察する,
第5時 (家庭科)
調べたことを発表する｡
数学科の指導計画では r資料の整坪 ｣の
単元の課題学習として行った､第 1時に家庭
科より導入として食物訴べの音義を話掛 こし
授業に入る｡第 2時では,自作ソフトによる
栄養素の分析であるが,ソフ トにない食品も
あるので家庭科の先生とティームティーチン
グを行う｡その後.教師が第3時までに追求
プリン ト1から食品数や栄発案の数値を一覧
表にまとめ,生徒配付用に誰のデータか特定
されないように出席順を変えて架料 1とする､
第 3時では,これをもとに生徒のペアが目的
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パソコン教室で資料の作成
を決め,統計ソフトを使用し,目的に応 じて
ヒス トグラムや相関図等を作るO第4時では
プリン トアウトした図や表から統計的な見方
考え方を生かして分析し,発表用資料を追求
プリン ト2にまとめる｡第5時は家庭科の食
物の領域の授業で発表する｡そこでは,次の
ようなことを観点とする.
･自分は日頃どんな料理を食べているか｡
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･それはどんな食品を調理 してできたもの
か.､
･その食品にはどんな栄養素が含まれてい
るか｡.
1自分の米菓J.)バランスは どうなのか
･食品数は必要な栄凄寮を摂取するLJ)にど
のような関係があるのか
これからどの とうな食生活を送ることが
必要なのか
･食品を購入するときに,どのようなこと
学習指導案
を考えると良いのか｡
4-(3)第3時,第4時の展開
指導目標
コンピュータを活用して,目的に応 じた
資料の整理ができる
･ 資料を生理 した結果から,資料の傾向や
特徴をとらえることができる
･ 統計的な処理のよさを生かしなから,鶴
り強くr学習課題｣を追求することができる
I 第 3 時
学 習 活 動 指 年 上 の liP 意 点 備 考
1.本時の r学習挽組｣を稚塔 1.ペアごとに目的をEL抱き,LJ. 何と何について調べる 追求プリント.資料
する○ か決める. @･進んで目一事を決めているか(.コンピュー タソフト2.コンピュータソフトの使用 2.基本的な操作内容と印刷の仕方を6依 する._
法を権現する(. 田Tl 一斉指叫.T2 価別榊 匝 頭･ソフトの使用法yr稚招でき
3.データを入力する(, 3.腕力をして正Stに入力させる. たカ㌧
回 2人で脚 )ー脚 に当たる. 巨頭二回
4.目的に応じた兼や 4 意欲的に r学習課せJを追求するために 次の点に ･正しく換作できるか.
グラフを作成する.,5､ 本時のまとめと次時の千首 留音する. 画 ｢ 青面~頂 頭
･ 既習事項の何がlJfえるか考えさせる∧ ･興味をもって貴紙的に取り
時間を十分に維保十も_.Ej] 励ました r) .行き請っている生徒にはヒントを与えたりする､. 組んでいるか.匪:三重頭
Tl 適9]fL費やグラフの18択 T'2 階級の絹などの作成 ･分 布 の 様 子 が は ,Jき
5一ヒストグラムや相岨表/LtlL/各自の目的にあった染料 りするように階級のN噂を決めているか,
を聞く ができたか碓隠する〉
声 4時
学 習 活 動 指 iJt 上 の 留 意 点 備 考
1.本時の別事をF'舵 するや2 各ペアの目的にしたつがて '2.考捺したことを,追求プリントに妃入させる. 匝 垂 皇室圭司
考察する._3.発表用実科引乍成する.. ･ プリント7ウトした,).tT面上で2つのグラフをiね
たりして考察させる. ･目的に応じて.表やグラフ
机仰持叫で.各班の書中を支頓する○ を作成し.特徴や関係をとら
T1 表やグラフの考串 Tヱ わかリやすい資料の作成[頭 重垂司○ 度数分布からtX何をとらえる､. えようとしているれ匪亘三重頭
○ 平均やちらげF)から横河をとらえる ･特i汝や阻係をわかやすく患
○ 相関鼠や相髄丑から.2諾t仰の煉向をとらえる. 現できたか小両石~画 ~面釘
4.追求プリントに憧集を振r)返って感想などをまとめる,. 4_いくつかのペアに捷 =せる<
5.本時のまとめと次時の千首 5.各班の目のつけLJころや取r)組みの様子などを中心
を聞く に★平し.辛荘料の捜よで免だ会を開くことを告げる､ ･動力惑,威武感を味わえた
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t
4-(4)授業を終えて ムとビタミンCの関係｣｢食品数 とカルシ
生徒は食料 1のデータから興味 ･関心に し ウムの関係｣｢エネルギー とタンパク質の関
たがってテーマを決めていった.､rカルシウ 係｣｢食品数 と鉄分との働係｣ -∴等｡
貸料 1 2 年 組 兼 吉十 表
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ll 1626 61 46 172 7 ZlO I.8 0_7 14 29 0し5
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｢資料の整理｣の単元では,統計に関する
正 しい知識 ･理解と技能の定着を図り.統計
的な見方や考え方を一層伸ばしていくことが
ねらいである｡生徒の取り組みに対する興
味 ･関心は,非常に高かっかた.また.統計
的な見方考え方で分析 した結果を,これから
の生活に生かして行こうという態度が見られ
た.これらは,これまでの鱈材で得ることの
できなかった成果がある｡やはり食物という,
毎日の生活に密着 し,しかも健康のことを考
えると生涯にわたって考えなければならない
テーマだからであろう｡
｢資料の整理Jでは,このような ｢なまの
データ｣を扱うことは,教科輩のモデルのよ
うな理想の形にTJらないこともあり,危険が
伴う しかし,理想の形にならないのが現実
であり,重要であると考える｡資料 1でも｢ビ
タミンD｣は,ほとんどの生徒がOである.･
その日の生徒が特定の食物を食べていないか
らである｡
調べていく過程で r先生,-ンバーガ-
手.卜?中華まんは'?｣どのように入力したらよ
いのか質問する生徒が多くいた｢.｢何が入っ
とった?｣と聞き返すと ｢肉と,レタスと･.｣
うよく答えられない｡結果は脂質や塩分の多
い偏った食事になっている_｢購買の調理パ
ンの栄養素をパン屋 さんに教 えて もらお
う!｣という声もでてきたくこのように生徒
の問題意識を喚起することができたと考える,J
5 合科型授業のまとめと課題
生徒の学習への興味 ･関心も高く,音欲
的な取り組みがみられた.教科を富国的に関
連させることは相乗効果が得られると思われ
るし.ただ,中学校の場合は多くの株題が考え
られる｡まず,教科担任制のため,カリキュ
ラムや指導法TLlどの話し合いの時間の確保が
あげられる.,次に.パソコン教室等の特別教
室の使用やティームティーチングで複数で指
導する場合に時間割の調整があげられる｢.こ
のように,多く教科の枠を超えての授業はか
なの困難を抱えていると感 じた｡事前の教科
間の相観も通常の授業以上の授業時間が必要
であった｡また,生徒の立場から,今までの
教科の概念から ｢今 日の授業は数学･?家庭
科･?｣という声も聞かれたL,来る総合学習の
時間までには,多くの昧題があると考えられ
る｡
見方を変えると,各教科の 目標やカ リキ
ュラムつきつめた上で合科型の授業を仕組む
よりは,ゆったりとした枠組みの中で,あま
り規制にとらわれないで考えるていく方が自
然である｡また,この実践でも使用 したよう
に電卓やコンピュータは教科と教科を結ぶ接
点になる｡
以上のことから,合科型の授業は克服す
べき株題も多い.しかし,このような授業は,
生徒が生活に密著した課題の解決を通 して,
現実の生活の様子を総合的に理解 していくた
めにも大切である｡そして,生徒がそれまで
に学習した見方や考え方,知織等を総合的に
活用していく点でも有効である｡
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